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エコファーマーネットワーク通信
〈No.6〉

エコファーマー 2012年3月

☆昨年３月11日の東日本大震災の発生から
１年が経過しました。津波の被災地域は少
しずつではありますが復興に向けた対策が
進んでいますが、福島第一原子力発電所事
故による放射性物質の汚染は除染等が開始
されているものの厳しい状況にあります。
国の津波等による被災農地の生産力復活や
販売力の回復に向けた支援や放射能物質の
吸収抑制対策が早急に実施され、一日も早
い復旧・復興が進むことを願っております。

☆前号のエコファーマーネットワーク通信で
紹介しましたが、本年1月12（木）～13（金）
には、埼玉県熊谷市、深谷市、小川町にお
いて、当ネットワークの最大行事である

「全国エコファーマー全国交流会・現地検
討会」を開催し、190名を超える参加者が
ありました。全国交流会では12日のネッ
トワーク化フォーラムにおいて、農林水産
省農業環境対策課長の鈴木良典様より「農
地の除染及び農作物への吸収抑制対策」の
報告、続いて、全国環境保全型農業推進会
議会長で東京大学名誉教授の松本 聰 様よ
り、「微生物が息づく土づくり―新たな環
境保全型農業の展開を目指して―」と題し
た基調講演がありました。

　　基調講演後には、取組事例として、埼玉
県の（農）埼玉産直センター代表理事の木村
友一様より「消費者の絆で築いた安心農
産物生産体制の構築」の発表、兵庫県の

（有）夢前夢工房代表取締役の衣笠愛之様よ
り「生産者、消費者、企業、地域を繋ぐ経
営の展開」の発表があり、会場から多くの

質問等により活発なフォーラムとなりまし
た。翌日の13日（金）には、深谷市コース

（埼玉産直センター等見学）、小川町コース
（有機農業を核とした地域づくり見学）に
分かれて現地研究会が開催され、現場の関
係者等との活発な意見交換を通じた技術の
研鑽・交流が行われました。

☆また、１月26日（木）には山梨県山梨市に
おいて「落葉果樹を対象に環境負荷低減に
向けた高度な技術を学ぶ」として、全国エ
コファーマーネットワーク現地研究会（in
山梨）」を開催し50名近い参加者がありま
した。研究会では「家畜ふん堆肥施用にお
けるリン酸・カリ低減型肥料の利用につい
て」、「モモの交信かく乱剤利用による減農
薬の取組について」、山梨県果樹試験場か
らの技術紹介があり、その後「モモの交信
かく乱剤利用による減農薬の取組圃場」や

「特別栽培モモ園」の先進農家の視察を行
い、先進的な土づくりや病害虫防除技術等
について活発な意見交換が行われました。

☆今回の通信では、平成23年３月26日に熊
本県水俣市で開催しました「エコファー
マーネットワーク現地研究会（in熊本）」の
中から「環境保全に留意したタマネギの栽
培技術」についての３つの営農集団の取組
事例の概要と、23年11月29日（火）に静岡
県三島市で開催しました「エコファーマー
ネットワーク現地交流会（in静岡）」の概要
を掲載しましたのでご覧ください。
〈全国エコファーマーネットワーク事務局〉
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環境にやさしいタマネギの生産技術を探る
―熊本県水俣市でのネットワーク研究会から―

　平成23年3月26日に熊本県水俣市において、野菜の土壌診断から見た施肥改善及びタマネ
ギ栽培での環境保全型農業技術向上に視点をおいた研究会を行いました。このような野菜に特
定した研究会は、各地での研究会のアンケートで、対象作目を絞った技術力向上の研究会実施
に対する要請に対応したもので、多様なネットワーク活動を図る観点から試行的に実施したも
のです。
　以下、佐賀県及び熊本県の特別栽培と長崎県の有機栽培の先進取組事例について、組織の成
り立ち、栽培技術、流通面での取組を中心に概要を紹介します。総合討論の内容は紙面の制約
もあり割愛いたしました。

組織化による
特別栽培タマネギの販売戦略

エコファーマー

佐賀県オニオンファーム代表　中村　明

１　多様なタマネギ品種を
　　リレー出荷

　佐賀県のタマネギ生産量は、北海道に次ぐ
全国第２位で、県全体の７割近くを白石地
区が占めています。有明海に面した白石地区
では、マルチの上にトンネル掛けしで栽培し
た「佐賀春一番タマネギ」を出荷しています。
極早生品種では「貴錦」を３月上旬から、そ

の後品種リレーを10月まで行う、いわゆる極
早生から中早生、早生露地、中晩生露地とし
て長期出荷体制を採っています。白石地区は
重粘土質の干拓地で畑作物生産には不適地で
したが、20年以上かけて豊かな畑地にしてき
ました。最初はヨシを刈り倒して綿を栽培し、
除塩を繰り返したという経緯があります。
　しかし今は美味しいタマネギ産地となり、
特に「佐賀春一番タマネギ」は特有の辛みが
少なく、生でも食べられると好評です。品
種も多様化し、極早生品種として「スパー
アップ」、「博多こがねEX」、「貴錦」、「浜笑」、

「MKA 22」が主流で、出荷時期は３月下旬
から４月中旬には、早生種の「レクスター」、

「スパート」、「七宝」、「早生７号」を栽培し、
その後に「アドバンス」、最近では「アンサー」
が普及しています。中晩生、中生種としては

「ターザン」「ターボ」、その後５、６月に晩
生種の「もみじ３号」と「ネオアース」を栽
培しています。

２　佐賀オニオンファームの設立

　白石地区では昔からタマネギが麦とともに
水田裏作として作付けされてきました。価格写真－１　タマネギの結球状況
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は高くても農家の生産ロットが小さく、個人
では販売ルートも確立できない状況でした。
しかもJAと商社間の競合もあり、高年組は
JAに出荷しているが、若年組は商社（卸）
からその日の相場や買取価格を示されるた
め、そちらに流れていました。現在は農協よ
り商社依存の産地です。
　私は平成14年頃から環境に優しい農業生
産を強く意識し始めました。地元にも「安
全・安心・新鮮な農産物の提供」を使命とし
て、産地と消費者を物流でつなぐ（有）佐賀東
部青果があり、度々貴重な意見を頂いてきま
した。その頃、佐賀県では特別栽培認証制度
ができましたが、選果時点で慣行栽培の農産
物が混ざるとか、箱詰め時点で混ざる可能性
があると、商社での取引は認証せず、特別栽
培農家に限ることになりました。そこで私達
は最初５名で勉強会を発足させ、試験場や普
及所に頼み１年間かけて模索した結果、今ま
で化学肥料に頼ってきた肥料設計を見直し、
有機質肥料を主に使うことにしました。タマ
ネギの販売は東部青果にお願いし、事務局を
設置してもらいました。　
　そして、佐賀東部青果に座長をお願いし、
消費者ニーズや、海外からの輸入農産物が拡
大する中で食品の安全性、食料の自給率向上
や国産農産物の重要性など幅広い議論を通し
て、生き残っていくためには生産者の組織化
が必要だということになりました。有機栽培
の道も検討しましたが、温暖な土地柄である
上に温暖化の影響で病害の多発等もあり、特
別栽培を始めました。

３　一目置かれる特別栽培タマネギ
　　産地へ

　勉強会の成果と佐賀東部青果の指導もあっ
て、平成15年には２名の仲間が加わり、生

産者グループ「佐賀オニオンファーム」を正
式に結成しました。平成18年４月にタマネ
ギの早生、６月には中晩生の特別栽培農産物
の認証を受け、現在は仲間が19名います。
　現在のタマネギの作付面積は33haですが、
グループに参加するには特別栽培の肥培管理
指針の通り１年間実施して、組織に加わって
いける自信ができたら、グループに入ってい
いよとしています。仲間が増えると「自分さ
えよければ」という人が出ることになります
が、そのような人達は規約により排除し、一
定の技術レベルを維持するようにしていま
す。特別栽培に認定されない栽培者も佐賀東
部青果の方で販売ルートは別に確保しており
ます。
　私は平成21年まで海苔業と農業をやって
いましたが、海苔業をやっていた時、海に川
からあらゆる物が流れてくる。どうしてこん
なものが流れてくるのかと思いましたが、丘
をきれいにしなければ海はきれいにならない
と。これが特別栽培にこだわった理由です。

４　タマネギ販売戦略と課題

　「佐賀オニオンファーム」が生産したタマ
ネギは、全量を（有）佐賀東部青果に納めま
す。その３割は市場流通です。残りは10社
の量販店の代表と私とで1週単位で値決め交
渉を行っています。生産農家が自分で作った
農産物の価格を決めるということは農業生産
意欲を高めます。また、生産者の顔が見える
商品として、箱毎に生産者名、連絡先を明記
しているので、良いも悪いも全国から連絡が
来て生産物に対する評価を知ることができ、
苦情が来た場合には顧客へのサービスとして
個別に対応しています。それらの情報を積み
上げ、消費者に対する信頼ある商品としてい
きたいと思っています。
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　現在は、地産地消の取組が全国各地で展開
されていますが、全国第2位のタマネギ産地
としての責任から地元にこだわらず全国展開
を図って行くことが重要です。
　最後に現在取り組んでいる栽培上の課題を
報告します。
＊育苗期に生じる近年の気温の変化は、ポッ

ト育苗の普及に伴い、降水量が少ない年に
は用水の確保が重要になる。良好な苗育成
のためには大体１回に10～15分位の灌水
が望ましく、育苗に余り水をかけすぎても
徒長し過ぎるので留意する。

＊極早生の定植は10月下旬より開始したが、
12月降雨から定植の遅れが見られたため、
定植圃場の排水対策を十分施し、適期定植
に努める。

＊生育期の12月から降雨が多く、１～２月
期の低温と合わせて生育が停滞し、生育の
遅れが見られ、その後の急激な温度変化で
ベト病を発生するなど病害への対応を徹底
する。

＊収穫が天候不順のため遅れる傾向があり、
播種時の高温や１～２月の低温が収穫に大
きな影響を与えている。高温でも発芽し易
いような種子の開発を要望していく必要が
ある。

＊特別栽培農産物は土づくりと施肥が基本で
あるため、稲刈り後は稲わらを鋤き込み、
域内の畜ふんと酵素鶏ふんをバランスよく
使い、収量の安定増加に努める。

タマネギの作業風景
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が売れ、週明けには10 tを予定しています。
　認証前もあとでも書類作成が大変で、日頃
から夜になって作業日誌を書く習慣をつけ、
また農薬、マルチ、肥料の投入記録や使用の
記録も大事になります。これは慣行栽培に
使った肥料と有機栽培で使った肥料の区分が
必要だからですが、認定機関はこれをきちん
と区分しているかを評価のポイントにしてい
ます。初年度は生産者全員で取り組みました
が、認定機関の検査が厳しくて半分になり、
残った生産者も厳しいと実感しています。タ
マネギ生産は手作業の部分が多く、特にタマ
ネギの横に出る除草は年に２回行います。ま
た、出荷に当たり有機タマネギと一般タマネ
ギを区分するためコンテナで色分けして混ざ
らないようにします。
　有機タマネギでは貴錦・浜笑・浜ゆたか・
七宝早生7号の４品種を使い、3月上旬から
スタートする早生系が8割、中生系が2割で
す。早生系は他産地産が少なく、5月になる
と競合するからです。この地域は殆ど段々畑
での栽培で、水田裏作に比べ排水がよく、病
気の発生が少なく、南斜面の場合は日照も多
く、生育も早いだけに早く収穫、出荷ができ
ます。

３　土台となる健苗育成と土づくり

　雑草及び病害虫対策として、まず７月上旬
から太陽熱消毒を行います（写真－2 苗床
には年に３、４回切返した鶏ふん堆肥（自家
製）を1.5t/10a散布します。それに炭酸カ
ルシゥムを200kg/10a施用し、耕耘、畝立
て後、7月以降に全員が約60日間マルチ）を
かけます。
　タマネギの発芽後2 ～ 3週間してから１週
間かけて剪葉を行います（写真－3）。苗を
切ることでストレスを与え、白根が張った

仲間と共にタマネギの
有機栽培を実現

エコファーマー

（農）供給センター長崎　　　　　　　　　
有機JAS認定生産工程管理者　荒木　隆文

１　供給センター長崎のおいたち

　南島原市は段々畑が数多く、島原半島の耕
地の40％を占めているが、多くの後継者が
残っています。私達の組合も後継者が着実に
育っています。組織のあゆみですが、1982
年3月に現組織の前身である任意の農民組合
を7名で発足しました。その後1993年6月に
組織の強化と外部への責任感向上のため法人
化しました。それが現在の農事組合法人供給
センター長崎で、それから18年が経過しま
した。
　現在の組織の生産者は36名、作付面積が
67haで、主にタマネギ、ニンジン、キャベ
ツなどの野菜を中心に栽培しています。タマ
ネギは現在17名、11haを栽培しています。
私達は組織設立当初から農薬・化学肥料を低
減した環境保全型農業に取り組んでいます。
当初から生協との取引で、化学肥料も農薬も
慣行栽培の半分でやってきました。

２　仲間と共に有機農業に取り組む

　生産者の意識向上と取引先の評価を得るた
め、また消費者の要望に応えるため2005年
に有機JAS認証を取得し、生産、販売を行っ
ており、タマネギは9戸、360aを栽培してい
ます。有機JASタマネギといってもすぐに
は出荷できず、過去3年間に無農薬、無化学
肥料で栽培したものが条件で、認定機関で認
証されて初めて出荷できます。今年は先週5t
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り、葉が伸び過
ぎたのを切るこ
とで苗が揃い、
活着促進、病害
対策に効果があ
ります。この機
械の利用以前の

写真－２　ビニールマルチで太陽熱消毒を実施

写真－３　動力ネギ類剪葉機
　　　　　の活用

10年前までは鎌で切っており、生育への影
響など賛否がありましたが、結果的には切っ
た方が良いということになり全員が切るよう
になりました。
　私達は健全な野菜作りには土づくりが最も
大切と考え、病気を如何に抑えるかではな
く、病気に強いタマネギづくりを心がけ、苗
床同様に本圃でも有機質肥料を使います。
　まず、鶏ふん堆肥2t/10aを撒布後、元肥
としスーパー有機653を200～240kg/10a散
布します。また窒素肥料として、なたね粕、
フェザーミール・チキンミールなどの動植物

有機肥料を使います。これは試行錯誤の結果
全員が納得して統一したもので、慣行栽培で
もこの肥料を統一して使っています。

４　悩み多い病害虫や除草の対策

　有機栽培では幾つかの悩みもあります。病
虫害対策としては、有機JASで使用可能な
BT剤を発芽後、食害があった場合にネキリ
ムシやヨトウムシに使います。最近は害虫が
多くなり頭を悩ませています。現在、ベト病
や灰色腐敗病、白色疫病にはホルドーを使っ
ていますが、ホルドーに代るジーファン水和
剤が使えるように申請中です。
　有機JAS許容の農薬は予防的な消毒はで
きません。病気が発生したことを確かめ、写
真を撮り、関係機関から許可を得て初めて散
布できるので、時間がかかり過ぎます。２～
３日後に許可が出ても、雨が降ると病気が進
むので、これは改善が必要です。
　次に除草対策として、黒マルチの全面被覆
を手作業で行います。狭い畑のため全て「手
張り」になり、所得を上げるため溝を切るの
も手作業です。農薬飛散防止対策としては、
慣行畑との間に緩衝帯が必要です。しかし緩
衝帯で栽培圃場が狭くなり収穫量も減り、価
格面でも不安定で、収入も減るという不安が
あります。緩衝帯は防虫ネットを張れば半分
の1.0～1.5mに縮小できますが、逆にネット
下の草刈りが面倒になります。
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写真－４  育苗圃場の太陽熱消毒

１　全員エコファーマーの
　　サラたまちゃん部会

　「サラたまちゃん」は、サラダの「サラ」
とタマネギの「たま」から「サラたま」とし
ましたが、インパクトがないので「ちゃん」
をつけて「サラたまちゃん」と名づけました。
　JAあしきたは1市2町で構成され、温暖多
雨な地域です。この地域はマルタで有名な
みかん産地ですが、地域には平野がなく海か
らすぐ中山間地域になり、ここに大部分のタ
マネギ圃場もあります。タマネギは日光が当
たる程辛くなりますが、低温で気温の上がら
ない時期にマルチ栽培をするため辛味が少な
く、水分が多くて球が肉厚で、さくさく感が
あります。品種は超極早生、極早生と早生種
のみで、超極早生品種は貴錦、浜笑、浜ゆた
か、極早生の浜そだちです。
　当初サラたまちゃんで出荷した当時は早生
品種が中心で、超極早生がなかったので（長
崎、佐賀の産地には七宝早生7号があった）、
昭和62年頃嗜好品種として熊本県水俣市で
極早生の浜そだちを開発しました。
　サラたまちゃんの栽培には除草剤は使用禁
止です。畔、道路、溝の全てで除草剤は使
いません。そして最初から部会全員がエコ
ファーマーの認証を取得し、化学肥料、化学
農薬は慣行レベルの50%減で特別栽培農産物
として3月中旬から7月中旬までJAあしき
たの選果場から出荷します。

サラダたまねぎ産地を育てた
環境保全型農業技術

エコファーマー

熊本県JAあしきたサラたまちゃん部
会長　田畑　和雄

２　育苗圃場の太陽熱消毒

　育苗圃場では太陽熱消毒を行います（写真
－４）。そのため石灰窒素とP・K化成を混
ぜて畦全体を湛水状態にして圃場を全面マル
チした後、7月中旬から約45日間圃場に充分
な水を与え、高温と酸欠状態で雑草、土壌病
害を防除します。
　苗床へのタマネギの播種は、晴天の日にビ
ニールを一枚ずつまくりながら行います。こ
のビニールの購入経費が多大なため、加温デ
コポンハウスの被覆ビニールを貰っていま
す。堆肥散布は地域で排出される牛ふんを全
部地元の土に返すという方針を立て、炭素貯
留を含めて地域内に還元します。堆肥は水
田4t/10a、畑では2t/10aを散布し、散布料
金は4,000円/t、堆肥は3,000円/t で購入し、
堆肥センターで散布します。現在、基肥は
N・P・Kが1–5–4のサラたまちゃん専用肥料
を使用するが、これはチッソ旭肥料（株）と共
同で有機肥料と被覆肥料をブレンドしたもの
で、160kg/10aを基準に使います。
　除草には非常に手間が掛かり、植直しの
穴間から草が出るので、2 ～ 3回で取るよう
にします。この作業マルチャーは145cm×
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85～90cmで4条植えの株間が10cmの条間
20cmという方法です。

３　局所施肥技術の減肥効果

　写真－５は局所施肥機です。先ほどの畝内
施肥マルチャーの上にタンクを積んで、減肥
が可能な機械ができないかとクボタ(kk)に依
頼し、種子40Ｌ入りとサラたまちゃん専用
の粒形肥料入れをセットで装置した畝内施肥
マルチャーを試作してもらいました。これで
通常の2 ～ 3割程減肥ができました。この自
走式マルチャーの開発には、高齢者が多いた
め難しい機械では使えないこと、また軽トラ
を基本に作って欲しいこと、それに操作を簡
単にするということで頼みました。これは全
部が連動しているので、運転が止ると肥料も
落ちない。これも高齢者対策のひとつです。
それを平成5年に県の補助事業で開発しまし
た。この装置はタンクを２つ積んで、植床の
マルチ内に開けた２筋の穴に筋播きします。
ここでも減肥ができます。4条植えの1 条と
2条の下と3条と4条の下に筋播きで肥料を
入れていく方法です。
　この機械は非常に使いやすく、肥料を
5cm、10cm、15cm下に入れられます。これ
が側条施肥です。マルチの下を撹拌して、畝
内施肥マルチャーで筋撒きするのです。一番

よいのは筋播きにして秀品率を高めるのがよ
い。先ほど佐賀の中村さんの話に、播種する
時期が一番難しいとのことでしたが、今年は
温暖だと思っていたら、非常に寒い時期がき
た時にタマネギの収品率を上げるためには、
種を遅く播くのが一番よいが、植え付けも遅
くなるので、極端な寒さが来ると生育が遅れ
てしまう。従って秀品率を上げるには種を遅
く播き苗を早く育てて植えるのが一番よいこ
とになります。
　年内には根だけ作り、年明けに大きくなっ
た方が秀品率は上がる。根が肥料に到達する
時期までに時間がかかるので、根が伸びて肥
料に到達するのが年明けになる。その後グー
ンと大きくなるので、施肥位置が深いほどタ
マネギの秀品率が上がる。最初から撹拌して
おくと肥料がある関係上、年内に徒長した
り、寒波が来たときに抽苔し易いので、タマ
ネギのことを考えればこの生育の方法がよい
わけです。

４　シラス資源を利用した除草対策

　植付けは手植えになります。大体5 ～ 6人
で10aを行う。これは全自動の移植機（448
穴セルトレイ使用）で１日当たり50aを植え
ます。
　写真－６は雑草防除対策の様子ですが、私

写真－５　局所施肥による基肥の散布状況
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達は除草剤を使わないのが前提ですから人件
費を如何に抑えるかが課題です、そこで22
年から山土（シラス）を植穴に入れて見まし
た。その結果、シラスはPH6.5のため草は生
えても殆ど成長しない。今年は本格的に機械
定植の際に2人組みで左右ずつ植穴にシラス
を乗せて行ったところ、殆ど草が生えなかっ
たのです。
　タマネギ30aの畑にシラス30tを購入し
て、1人で1tを5畝入れたところ、後の草取

りに殆ど金が掛からなかったのです。除草だ
けで年間100万円近く掛かったが、シラスは
ただ同然で、生えた草も小さく取りやすいの
です。
　最後に収穫したタマネギは天日干しをして
から、選荷場に搬入し常温除湿のなかで１昼
夜乾燥して、研磨機にかけて箱詰めします。
以上、主にタマネギ栽培で工夫してきた技術
についてかいつまんでお話をしました。

写真－６　マルチ植穴にシラスを混入した圃場（除草対策）
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○はじめに

　全国エコファーマーネットワークでは、土
づくりを通じて農薬や化学肥料等の使用量低
減に努めるなど、環境にやさしい農業の実現
に向けた活動を行っています。その結果、安
全で良質な農産物を求める消費者の支持や国
の政策による支援もあって広がり、最近では
販売農家の１割がエコファーマーになるまで
になっています。
　しかしながら、肥料価格高騰に対応した土
づくりや施肥改善、地球温暖化防止、さらに
は生物多様性を高めることなど多くの課題が
あり、エコファーマーの有志は手を取り合
い、農業の公益的機能を一層高める努力を行
いつつ、消費者が期待している安全・安心で
品質の高い農産物の提供を通じて、国民に支
持される農業を実現していきたいと考え、エ
コファーマーのネットワーク化を進めており
ます。
　このような活動を進めるために平成22年
９月1日に ｢全国エコファーマーネットワー
ク」を設立し、ネットワーク化によって、全
国のエコファーマー達の先進的取組に学ぶ研
鑽の場をつくり、技術力・経営力の向上を
図っています。また、消費者や流通関者の
方々とも手を取り合い、支援をしていただい
て、よりレベルの高い環境保全型農業を進め
ていくための活動を引き続き行っています。

○最近のネットワークの活動

　ネットワークでは23年10月末から11月上
旬にかけて、農林水産省の消費者の部屋にお

いて、初めて「エコファーマーの活動に関す
る特別展示」を行いました。この展示ではエ
コファーマー達の多様な活動内容に関するパ
ネル展示とともに、エコファーマー達の生産
した農産物や加工食品、さらには環境が改善
された水田で発生する水性動物の展示を行い
大変な関心を呼びました（本誌の2011/12月・
2012/1月号エコファーマーネットワーク通信
５号で紹介）。
　また、23年11月末には消費者を対象にし
て、エコファーマーが行っている環境にやさ
しい農業技術を見聞したり農作物の収穫体験
や試食を通じて、消費者と交流を行う現地研
究会を静岡県下で行いました。
　次に本年1月12日と13日の両日、埼玉県下
において、「エコファーマー全国交流会」を
行いました。13日には、２つのコースに分か
れて現地研究会を行いました。本稿では、23
年11月29日に静岡県三島市で消費者を対象
に開催しました「エコファーマーネット現地
交流会（in静岡）」の結果を紹介します。

○開催のねらいと内容

　消費者や流通関者の方々とも手を取り合
い、支援をいただいて、よりレベルの高い環
境保全型農業の推進を図るため、消費者や流
通関係者を対象に、先駆的な取組を行ってい
るエコファーマーの農園を訪問し、環境保全
型農業技術の説明や農産物の収穫体験、試食
等を行い、エコファーマー活動への理解を深
め、全国エコファーマーネットワークへの加
入を促しました。開催内容は以下のとおりで
す。

環境にやさしい安全・安心な農業をさぐる
―「エコファーマーネットワーク現地交流会（in静岡）」から―
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○開催内容

日　時：平成23年11月29日（火）13：00～16：40
場　所：「杉正農園（静岡県三島市川原ｹ谷727）」他
内　容：

（1）意見交換等〔JA三島函南北上支店会議室〕
①エコファーマーと環境保全型農業について
　　（農林水産省農業環境対策課環境保全型農業調査係長　戸嶋　光一）
②エコファーマーの認定とその活動（静岡県経済産業部農山村共生課　横山　雅機）
③意見交換

（2）交流会（収穫体験等（栽培技術の説明・試食等）：〔杉正農園ほ場等〕）
・「安全・安心はあたりまえ、おいしい野菜でなければ野菜ではない、これからの農業は消費

者に理解されなければ成り立たない！」を理念に農業の実践内容の説明。
・コマツナやレストラン用野菜の試食とコマツナの収穫体験。

エコファーマーと環境保全型農業について

エコファーマー

農林水産省農業環境対策課環境保全型農業調査係長　戸嶋　光一
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　農業高校を卒業して即就農、当時は種豚と
露地野菜の複合経営でした。私には一つの夢
がありました。それは県の畜産共進会でトッ
プの名誉賞、農林水産大臣賞をとることでし
た。幾度も挑戦し平成元年、念願かなって賞
をいただきました。そのとたん熱もさめ、ま
た畜産公害も厳しくなり種豚をやめ、露地野
菜専門農家になりました。付加価値をつけて
品質第一主義に徹し、サトイモ、葉ネギ、小
松菜ホウレンソウなどを近くの市場に出して
常に高値で取引されていました。種生姜も栽
培し、静岡市の農家にも供給していました。
平成５年、我が家を20数店舗を有する地元
スーパーが評価してくれて、ホウレンソウの
契約出荷を開始、翌夏から周年出荷が可能な

杉正農園の概要

エコファーマー

代表　杉本　正博

小松菜も契約し現在に至っています。
　平成17年にパイプハウスを増設したため、
同年よりホウレンソウの契約栽培はとりや
め、小松菜のみの栽培契約となっています。
年に１～２回、スーパーのお客様を農園に招
き、栽培説明、収穫体験を行っています。誠
実に情報公開を行うことにより、お客様は我
家の小松菜においしさと、より一層の安心感
を得てもらっております。
　平成13年、次女（小５）の学年全員を我
家でじゃが芋と小松菜の収穫体験に招いたの
がきっかけで、地元の小学校の給食に小松菜
を納入、子供達の食べ残しが少なくなったと
か好評で、他の小中学校からも希望があり、
仲間の農家に呼びかけ、担当の学校を決めて

411 0022  
 

TEL FAX  055 973 2732 
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納入するようになり、三島市学校給食農業生
産者研究会を設立して、小松菜をはじめ種々
の野菜を三島市内の小中学校全校に納入する
ようになりました。会では年に１～２回学校
に出向き、子供達と一緒に給食を食べて、野
菜づくりの話をしたり、交流会を行ったり、
栄養士と先進農家や食に係わる企業の視察も
行っています。
　平成14年、地元（隣町、長泉町）にイタ
リアンレストランが出来ると言うことで、食
材集めに来たスタッフと出会ったのがきっか
けで、そのレストランに納入するようになり
ました。小松菜を生で食べておいしいと見い
出してくれたのがここのレストランです。現
在、地元をはじめ県内、東京、神奈川の16店
舗に小松菜をはじめ年間30種類以上の野菜
を使って頂いております。

経営面積
◦パイプハウス　41a、32棟
　　　　　　　　平成10～22年まで建設
　　　　　　　　小松菜、年間７作
◦畑　　50a　小松菜5a・１作（レストラン用野菜）
　　　　全て、かん水設備有り
◦田　　30a（稲を作らず畑としてレストラン用野菜）

労働力
　私と妻、母の３人とパートタイマー４人（男性１人、女性３人）の７人
　（パートタイマーは午前中のみ）

土作り
　基本の土作りは有機質をたくさん使っています。（減化学肥料栽培）

　　小松菜の施肥例（10a当り）　レストラン用野菜もこれとほぼ同様です。
	 米ヌカ	 180kg	 近くの米屋さんより
	 100％有機配合肥料	 100kg	 「菜有機６８４」（未来科学㈱）
	 卵のカラ（石灰の代用）	 100kg	 ｢卵殻エース｣（富士見工業㈱）
	 バイオマス堆肥（年２回）	 　1t	 スーパーから出た生ゴミも入っています。
	 天然苦土（年２回）	 70kg	 ｢ネオキーゼライト｣（住友商事㈱）
	 石灰窒素	 30kg	 「石灰窒素」（コープケミカル㈱）

　レストランと付き合うようになって、野菜
はおいしくなければと思い、おいしい品種を
選んだり、施肥設定にも気をつかっておりま
す。
　小松菜、レストラン用野菜は同地域の競合
店には納入しないということも私の信条で
す。

バーニャカウダ

有
機
質
肥
料
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減農薬栽培をしています
◦露地栽培は防虫ネットのトンネル栽培。ハウス栽培は、

ハウス換気部・出入口に防虫ネットを使用しています。
◦は種時に殺虫剤土壌混和（合ピレ剤）（「フォース粒剤」

シンジエンタジャパン㈱）　
◦栽培期間中3cm位のときに１回農薬散布。（合ピレ剤）
（「アグロスリン乳剤」クミアイ化学工業㈱）とBT剤
（「チューンアップ」アグロカネショウ㈱）を混合散布。

◦年７回転するハウスも化学薬品による土壌消毒をした
ことがありません。

◦米ヌカと石灰窒素を施用し高温期に太陽熱消毒をしています。
◦トラクターにサブソイラーを取り付け、畑の排水性を良くして湿害による病害を軽減していま

す。
◦ハウス内では管理機で耕転作業等しています。トラクター耕転は耕盤ができるので行いません。

出荷供給先　地産地消しています
◦小松菜の生産量の大半は、県東部を中心に23店舗を有する㈱イオンキミサワ（スーパーキミサ

ワ、ザ・コンボ・グラッデ）に出荷（静岡19店、神奈川４店）
◦より安全性を求められている三島市内の学校給食に供給（錦田共同調理場、山田小、北上小）
◦素材を厳選するレストランに供給
　長泉町 クレマチスの丘の ｢プリマヴェーラ｣ をはじめとして、県内６店、
　神奈川３店、東京６店（イタリアンなど洋食系が多い）
◦三島市内の漬物屋さん「鈴木漬物」に供給（小松菜）
◦とれたて野菜を宅配「愛菜宅急便」で送っています。

安全、新鮮、おいしさを第１にしています
◦現場で結束、ただちに我家にもち帰り、洗い、予冷庫

に、配送は冷蔵車で、小松菜にストレスを与えません。
◦種苗各社の品種を試作し、おいしい品種を選定してい

ます。現在は、野原種苗㈱の「ひろみ」の周年栽培

環境にやさしい農業を目指しています
◦静岡県認定エコファーマー
　小松菜：平成15年6月認定（平成20 年6 月再認定）、菜花：平成19年3月認定
　ナス：平成20年6月認定、人参・里芋：平成21年10月認定
◦第9回全国環境保全型農業推進コンクールで優秀賞を受賞（平成16年3月）
◦（財）日本特産農産物協会より ｢地域特産物マイスター｣（小松菜）に認定（平成19年2月）
◦出荷先スーパーから出た生ごみを堆肥化したものを我家で使っています。
　米ヌカ、卵のカラ等も施用し、いわゆる循環型農業にも取り組んでいます。
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視察・見学・取材の受入れ
　栽培状況やこだわりを知っていただくため圃場を公開

しております。一般消費者、農業関係者、行政関係者、
マスコミ、小学校、高校生、出版関係者等、年間を通
して多くの方々が訪れています。

「新鮮野菜いただき隊」
小松菜の収穫が間に合わず大量に余った場合、近所の人
や友人、消費者のグループに採ってもらいます（無料）。我家にとっては経費、労力の節約にな
ります。その時、採りに来た方々と、食べ方やこだわりの栽培方法などを話し、コミュニケー
ションをとっています。

小松菜のいろいろな食べ方
おひたし、煮びたし、漬物（塩漬、ぬか漬、キムチ、塩コブ漬）、
炒め物、汁の実、玉子とじ、鍋物、健康青汁、麺類の青実、サラダ、
ナムル、麺・パスタへの練り込み、バーニャカウダ等


